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(57)【要約】
【課題】放送受信側の通信環境等の状況に応じて最適な
コンテンツの印刷を実現可能とする。
【解決手段】テレビ放送波１０を送出するデジタル放送
送信装置２が、印刷可能な通常コンテンツデータ１１０
に対して付加価値が付与された、或いは、前記通常コン
テンツデータ１１０よりもデータ量が大きい印刷可能な
特別コンテンツデータ１２０を通信ネットワーク１１を
介して通信可能なコンテンツサーバ３に予め保持させる
と共に、前記通常コンテンツデータ１１０と、前記特別
コンテンツデータ１２０の前記通信ネットワーク１１上
のアドレスデータ（ＵＲＩ）とを含む放送データ１００
をテレビ放送波１０に重畳して送出し、前記テレビ放送
波１０の放送受信側が前記通常及び特別コンテンツデー
タ１１０、１２０のいずれかを印刷対象のコンテンツデ
ータとして選択可能にした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷可能な第１コンテンツデータと、
　前記第１コンテンツデータに対して付加価値が付与された、或いは、前記第１コンテン
ツデータよりもデータ量が大きい印刷可能な第２コンテンツデータの通信ネットワーク上
のアドレスデータと、を含む放送データが重畳された放送波を受信する受信部と、
　前記通信ネットワークを介して前記第２コンテンツデータを取得可能な印刷装置が接続
される印刷装置接続部と、
　前記印刷装置と前記通信ネットワークとの間の通信状況に応じて前記第１及び第２コン
テンツデータのいずれかを選択すると共に、前記第１コンテンツデータを選択した場合に
、前記第１コンテンツデータを前記印刷装置に出力すると共に、前記第２コンテンツデー
タを選択した場合に、前記第２コンテンツデータの前記アドレスデータを前記印刷装置に
出力する制御部と
　を備えることを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の放送受信装置において、
　前記選択部は、前記印刷装置が前記第２コンテンツデータを取得する際の通信速度が所
定速度以上であると推定される場合に、前記第２コンテンツデータを選択する
　ことを特徴とする放送受信装置。
【請求項３】
　印刷可能な第１コンテンツデータと、
　前記第１コンテンツデータに対して付加価値が付与された、或いは、前記第１コンテン
ツデータよりもデータ量が大きい印刷可能な第２コンテンツデータの通信ネットワーク上
のアドレスデータと、を含む放送データが重畳された放送波を受信する受信部と、
　前記アドレスデータに基づいて、前記第２コンテンツデータを前記通信ネットワークを
介して取得する通信部と、
　印刷装置が接続される印刷装置接続部と、
　前記通信部の通信状況に応じて前記第１及び第２コンテンツデータのいずれかを選択す
ると共に、前記第１コンテンツデータを選択した場合に、前記第１コンテンツデータを前
記印刷装置に出力すると共に、前記第２コンテンツデータを選択した場合に、前記通信部
を介して前記第２コンテンツデータを取得し前記印刷装置に出力する制御部と
　を備えることを特徴とする放送受信装置。
【請求項４】
　印刷可能な第１コンテンツデータと、
　前記第１コンテンツデータに対して付加価値が付与された印刷可能な第２コンテンツデ
ータの通信ネットワーク上のアドレスデータと、を含む放送データが重畳された放送波を
受信する受信部と、
　前記第２コンテンツデータに付与された付加価値情報又は／及び前記第２コンテンツデ
ータのデータ量を取得するコンテンツ情報取得部と、
　前記付加価値情報又は／及び前記データ量を表示装置に出力して表示する表示出力部と
、
　前記第１及び第２コンテンツデータのどちらを印刷対象のコンテンツとして操作者が選
択したかを示す選択指示を入力する入力部と、
　印刷装置が接続される印刷装置接続部と、
　前記選択指示により前記第１コンテンツデータが選択されている場合に、前記第１コン
テンツデータを前記印刷装置に出力すると共に、前記第２コンテンツデータが前記選択指
示により選択されている場合に、前記第２コンテンツデータの前記アドレスデータを前記
印刷装置に出力する制御部と
　を備えることを特徴とする放送受信装置。
【請求項５】
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　請求項４に記載の放送受信装置において、
　前記放送データには、前記第２コンテンツデータに付与された付加価値情報又は／及び
前記第２コンテンツデータのデータ量が含まれ、
　前記コンテンツ情報取得部は、前記放送データから付加価値情報又は／及び前記データ
量を取得することを特徴とする放送受信装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の放送受信装置において、
　前記印刷装置は、前記第２コンテンツデータに付与された付加価値情報又は／及び前記
第２コンテンツデータのデータ量を前記通信ネットワークを介して取得可能に構成され、
　前記コンテンツ情報取得部は、前記印刷装置を介して前記付加価値情報又は／及び前記
データ量を取得する
　ことを特徴とする放送受信装置。
【請求項７】
　印刷可能な第１コンテンツデータと、前記第１コンテンツデータに対して付加価値が付
与された、或いは、前記第１コンテンツデータよりもデータ量が大きい印刷可能な第２コ
ンテンツデータの通信ネットワーク上のアドレスデータと、を含む放送データが重畳され
た放送波を受信する放送受信装置が接続される放送受信装置接続部と、
　前記第２コンテンツのアドレスデータが前記放送受信装置接続部を介して入力された場
合に、前記通信ネットワークを介して前記第２コンテンツデータを取得する通信部と、
　前記第１コンテンツデータ又は前記第２コンテンツデータを印刷する印刷部と
　を備えることを特徴とする印刷装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の印刷装置において、
　前記通信ネットワークとの間の通信状況の応答リクエストを前記放送受信装置接続部を
介して前記放送受信装置から入力された場合に、前記通信部が前記アドレスデータに基づ
いて前記第２コンテンツデータを取得可能であるかを診断し、前記放送受信装置接続部を
介して前記放送受信装置に診断結果を出力する
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項９】
　請求項７又は８に記載の印刷装置において、
　前記第２コンテンツデータに付与された付加価値情報又は／及び前記第２コンテンツデ
ータのデータ量の取得リクエストを前記放送受信装置接続部を介して前記放送受信装置か
ら入力された場合に、前記通信部が前記アドレスデータに基づいて前記第２コンテンツデ
ータの前記付加価値情報又は／及び前記データ量を取得し、前記放送受信装置接続部を介
して前記放送受信装置に出力する
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項１０】
　印刷可能な第１コンテンツデータに対して付加価値が付与された、或いは、前記第１コ
ンテンツデータよりもデータ量が大きい印刷可能な第２コンテンツデータを通信ネットワ
ークを介してサーバに送信し保持させると共に、当該第２コンテンツデータの前記通信ネ
ットワーク上のアドレスデータを管理するコンテンツ管理部と、
　前記第１コンテンツデータと、前記第２コンテンツデータのアドレスデータとを含む放
送データを生成する放送データ生成部と、
　前記放送データが重畳された放送波を送出する送信部と
　を具備することを特徴とする放送送信装置。
【請求項１１】
　放送波を送出する放送送信装置が、
　印刷可能な第１コンテンツデータに対して付加価値が付与された、或いは、前記第１コ
ンテンツデータよりもデータ量が大きい印刷可能な第２コンテンツデータを通信ネットワ
ークを介して通信可能なサーバに予め保持させると共に、
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　前記第１コンテンツデータと、前記第２コンテンツデータの前記通信ネットワーク上の
アドレスデータとを含む放送データを放送波に重畳して送出し、
　前記放送波の放送受信側が前記第１及び第２コンテンツデータのいずれかを印刷対象の
コンテンツデータとして選択可能にした
　ことを特徴とする印刷可能コンテンツの送信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷可能なコンテンツデータを含むデータ放送を受信する放送受信装置、印
刷可能なコンテンツデータを印刷する印刷装置、データ放送の放送送信装置、及び、印刷
可能コンテンツの送信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地上波テレビ放送及び衛星テレビ放送のデジタル化が進められている。デジタル
テレビ放送においては、テレビ放送波にデータ信号を重畳して送出するデータ放送が実施
されており、今日では、データ放送を利用して、ニュースや天気予報等を提供するサービ
ス（独立型データ放送サービス）や、テレビ番組に連動した文字情報や画像情報、映像情
報等のコンテンツデータを送出する番組連動型データ放送サービスが提供されている。日
本国内では、このようなサービス提供のための規格として、社団法人電波産業会（通称Ａ
ＲＩＢ）が定めた標準規格ＡＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ２４　４．０版がある。
【０００３】
　上記標準規格においては、データ放送が扱うコンテンツデータとして、データ放送のコ
ンテンツ記述言語により記述されたＢＭＬ（Broadcast Markup Language）文書、このＢ
ＭＬ文書にリンクされた動画、静止画、音声、文字等のモノメディアデータが挙げられて
おり、また、印刷可能なモノメディアデータの印刷機能の規格化も行われている。
　印刷機能の規格においては、放送データに印刷対象のモノメディアデータを含めて送出
する第１の方式（いわゆる、printFILE方式）と、印刷対象のモノメディアデータに代え
て当該モノメディアデータのＵＲＩ（Uniform Resource Identifier）を放送データに含
めて送出し、放送受信装置又は当該放送受信装置に接続されたプリンタがＵＲＩに基づい
てインターネットからモノメディアデータを取得する第２の方式（いわゆる、printURI方
式）とが規格化されている（例えば、非特許文献１参照）。
【非特許文献１】デジタル放送におけるデータ放送符号化方式と伝送方式　標準規格　Ａ
ＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ２４　４．０版、社団法人電波産業会、平成１６年２月
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記第１及び第２の方式のどちらを用いるかはデータ放送を行う放送局
側が決定しており、放送受信側のデータ通信環境に最適な方式が必ずしも採用されるとは
限らない、という問題がある。
　例えば、放送局側が第１の方式にしたがって放送データに印刷対象のデータを含めて送
出した場合、印刷対象のデータのデータ量が大きいと、印刷装置が印刷を終了するまでに
非常に時間がかかる。また、放送局側が第２の方式にしたがって印刷対象のデータのＵＲ
Ｉを送出した場合、放送受信側がインターネットを介して通信する機能を有していないと
、印刷対象のデータを取得することができない。
　そこで本発明の目的は、放送受信側の通信環境等の状況に応じて最適なコンテンツの印
刷を実現可能な放送受信装置、印刷装置、放送送信装置及び印刷可能コンテンツの送信方
法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明は、印刷可能な第１コンテンツデータと、前記第１
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コンテンツデータに対して付加価値が付与された、或いは、前記第１コンテンツデータよ
りもデータ量が大きい印刷可能な第２コンテンツデータの通信ネットワーク上のアドレス
データと、を含む放送データが重畳された放送波を受信する受信部と、前記通信ネットワ
ークを介して前記第２コンテンツデータを取得可能な印刷装置が接続される印刷装置接続
部と、前記印刷装置と前記通信ネットワークとの間の通信状況に応じて前記第１及び第２
コンテンツデータのいずれかを選択すると共に、前記第１コンテンツデータを選択した場
合に、前記第１コンテンツデータを前記印刷装置に出力すると共に、前記第２コンテンツ
データを選択した場合に、前記第２コンテンツデータの前記アドレスデータを前記印刷装
置に出力する制御部とを備えることを特徴とする放送受信装置を提供する。
【０００６】
　本発明によれば、印刷可能な第１コンテンツデータと、前記第１コンテンツデータに対
して付加価値が付与された、或いは、前記第１コンテンツデータよりもデータ量が大きい
印刷可能な第２コンテンツデータの通信ネットワーク上のアドレスデータと、を含む放送
データが受信されるため、通信ネットワークとの間で通信可能な印刷装置の現在の通信状
況に応じて、前記第１及び第２コンテンツデータのうちの最適な方を選択し、印刷するこ
とが可能となる。
　なお、上記通信状況は、例えば、今現在、印刷装置が通信ネットワークを介した通信が
不能でないか否かや、第２コンテンツデータを配信する通信端末との間の通信が不能な状
態でないか否か、といった第２コンテンツデータを取得するための現在の通信状況を指す
ものである。
【０００７】
　ここで、上記発明において、前記選択部は、前記印刷装置が前記第２コンテンツデータ
を取得する際の通信速度が所定速度以上であると推定される場合に、前記第２コンテンツ
データを選択する構成としても良い。
　この構成によれば、通信速度が所定速度以上の場合にだけ、第２コンテンツデータが選
択されるため、第２コンテンツデータが第１コンテンツデータよりもデータ量が大きい場
合であっても、当該第２コンテンツデータを通信ネットワークを介して速やか取得可能な
場合にだけ、当該第２コンテンツデータの印刷が行われる。このため、第２コンテンツデ
ータの印刷に非常に時間がかかるといった事態を防止できる。
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、印刷可能な第１コンテンツデータと、前記第１
コンテンツデータに対して付加価値が付与された、或いは、前記第１コンテンツデータよ
りもデータ量が大きい印刷可能な第２コンテンツデータの通信ネットワーク上のアドレス
データと、を含む放送データが重畳された放送波を受信する受信部と、前記アドレスデー
タに基づいて、前記第２コンテンツデータを前記通信ネットワークを介して取得する通信
部と、印刷装置が接続される印刷装置接続部と、前記通信部の通信状況に応じて前記第１
及び第２コンテンツデータのいずれかを選択すると共に、前記第１コンテンツデータを選
択した場合に、前記第１コンテンツデータを前記印刷装置に出力すると共に、前記第２コ
ンテンツデータを選択した場合に、前記通信部を介して前記第２コンテンツデータを取得
し前記印刷装置に出力する制御部とを備えることを特徴とする放送受信装置を提供する。
【０００９】
　本発明によれば、印刷可能な第１コンテンツデータと、前記第１コンテンツデータに対
して付加価値が付与された、或いは、前記第１コンテンツデータよりもデータ量が大きい
印刷可能な第２コンテンツデータの通信ネットワーク上のアドレスデータと、を含む放送
データが受信されるため、通信ネットワークとの間での現在の通信状況に応じて、前記第
１及び第２コンテンツデータのうちの最適な方を選択し、印刷することが可能となる。
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明は、印刷可能な第１コンテンツデータと、前記第１
コンテンツデータに対して付加価値が付与された印刷可能な第２コンテンツデータの通信
ネットワーク上のアドレスデータと、を含む放送データが重畳された放送波を受信する受
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信部と、前記第２コンテンツデータに付与された付加価値情報又は／及び前記第２コンテ
ンツデータのデータ量を取得するコンテンツ情報取得部と、前記付加価値情報又は／及び
前記データ量を表示装置に出力して表示する表示出力部と、前記第１及び第２コンテンツ
データのどちらを印刷対象のコンテンツとして操作者が選択したかを示す選択指示を入力
する入力部と、印刷装置が接続される印刷装置接続部と、前記選択指示により前記第１コ
ンテンツデータが選択されている場合に、前記第１コンテンツデータを前記印刷装置に出
力すると共に、前記第２コンテンツデータが前記選択指示により選択されている場合に、
前記第２コンテンツデータの前記アドレスデータを前記印刷装置に出力する制御部とを備
えることを特徴とする放送受信装置を提供する。
【００１１】
　本発明によれば、印刷可能な第１コンテンツデータと、前記第１コンテンツデータに対
して付加価値が付与された、或いは、前記第１コンテンツデータよりもデータ量が大きい
印刷可能な第２コンテンツデータの通信ネットワーク上のアドレスデータと、を含む放送
データが受信され、さらに、第２コンテンツデータの付加価値情報又は／及びデータ量が
表示されるため、操作者は、第２コンテンツデータの付加価値情報又は／及びデータ量を
見ることで、第１及び第２コンテンツデータのどちらを印刷するかを選択することができ
る。
【００１２】
　上記発明において、前記放送データには、前記第２コンテンツデータに付与された付加
価値情報又は／及び前記第２コンテンツデータのデータ量が含まれ、前記コンテンツ情報
取得部は、前記放送データから付加価値情報又は／及び前記データ量を取得する構成とし
ても良い。
【００１３】
　また、上記発明において、前記印刷装置は、前記第２コンテンツデータに付与された付
加価値情報又は／及び前記第２コンテンツデータのデータ量を前記通信ネットワークを介
して取得可能に構成され、前記コンテンツ情報取得部は、前記印刷装置を介して前記付加
価値情報又は／及び前記データ量を取得する構成としても良い。
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明は、印刷可能な第１コンテンツデータと、前記第１
コンテンツデータに対して付加価値が付与された、或いは、前記第１コンテンツデータよ
りもデータ量が大きい印刷可能な第２コンテンツデータの通信ネットワーク上のアドレス
データと、を含む放送データが重畳された放送波を受信する放送受信装置が接続される放
送受信装置接続部と、前記第２コンテンツのアドレスデータが前記放送受信装置接続部を
介して入力された場合に、前記通信ネットワークを介して前記第２コンテンツデータを取
得する通信部と、前記第１コンテンツデータ又は前記第２コンテンツデータを印刷する印
刷部とを備えることを特徴とする印刷装置を提供する。
【００１５】
　本発明に係る印刷装置において、前記通信ネットワークとの間の通信状況の応答リクエ
ストを前記放送受信装置接続部を介して前記放送受信装置から入力された場合に、前記通
信部が前記アドレスデータに基づいて前記第２コンテンツデータを取得可能であるかを診
断し、前記放送受信装置接続部を介して前記放送受信装置に診断結果を出力する構成とし
ても良い。
【００１６】
　また、本発明に係る印刷装置において、前記第２コンテンツデータに付与された付加価
値情報又は／及び前記第２コンテンツデータのデータ量の取得リクエストを前記放送受信
装置接続部を介して前記放送受信装置から入力された場合に、前記通信部が前記アドレス
データに基づいて前記第２コンテンツデータの前記付加価値情報又は／及び前記データ量
を取得し、前記放送受信装置接続部を介して前記放送受信装置に出力する構成としても良
い。
【００１７】
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　上記目的を達成するために、本発明は、印刷可能な第１コンテンツデータに対して付加
価値が付与された、或いは、前記第１コンテンツデータよりもデータ量が大きい印刷可能
な第２コンテンツデータを通信ネットワークを介してサーバに送信し保持させると共に、
当該第２コンテンツデータの前記通信ネットワーク上のアドレスデータを管理するコンテ
ンツ管理部と、前記第１コンテンツデータと、前記第２コンテンツデータのアドレスデー
タとを含む放送データを生成する放送データ生成部と、前記放送データが重畳された放送
波を送出する送信部とを具備することを特徴とする放送送信装置を提供する。
【００１８】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、放送波を送出する放送送信装置が、印刷
可能な第１コンテンツデータに対して付加価値が付与された、或いは、前記第１コンテン
ツデータよりもデータ量が大きい印刷可能な第２コンテンツデータを通信ネットワークを
介して通信可能なサーバに予め保持させると共に、前記第１コンテンツデータと、前記第
２コンテンツデータの前記通信ネットワーク上のアドレスデータとを含む放送データを放
送波に重畳して送出し、前記放送波の放送受信側が前記第１及び第２コンテンツデータの
いずれかを印刷対象のコンテンツデータとして選択可能にしたことを特徴とする印刷可能
コンテンツの送信方法を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
（第１実施形態）
　図１は、本実施形態に係るデジタル放送システム１の構成を模式的に示す図である。デ
ジタル放送システム１は、図１に示すように、デジタル放送送信装置２と、コンテンツサ
ーバ３と、デジタル放送受信装置４と、表示装置５と、印刷装置６とを有している。
　デジタル放送送信装置２は、テレビ放送局に設置され、テレビ映像及びテレビ音声を含
むテレビ放送波１０にデータ放送の放送データを重畳して送出し、このテレビ放送波１０
がデジタル放送受信装置４に送られる。
【００２０】
　放送データには、例えばテレビ番組に連動したＢＭＬ文書データ、及び、このＢＭＬ文
書データにリンクされた動画データ、静止画データ、音声データ、文字データ等のモノメ
ディアデータがコンテンツデータとして含まれており、さらに、このコンテンツデータに
は、放送受信側が印刷可能なコンテンツデータ（以下、「通常コンテンツデータ」と言う
）も含まれている。通常コンテンツデータとしては、例えば、番組で紹介された店舗等の
地図データやクーポン券の画像データ、写真データが代表に挙げられる。
【００２１】
　コンテンツサーバ３は、放送データに含まれる印刷可能なコンテンツデータである上記
通常コンテンツデータに対し付加価値が付与されたコンテンツデータ、或いは、通常コン
テンツデータの印刷対象の静止画データの解像度をより高める等して、当該通常コンテン
ツデータよりもデータ量が大きくなったコンテンツデータ（以下、「特別コンテンツデー
タ」と言う）を保持するコンピュータサーバである。
　特別コンテンツデータの一例としては、例えば、通常コンテンツデータが地図データで
ある場合には、周辺の建物等の情報がより多く付与された地図データや、より広域な地図
データが挙げられ、写真データである場合には、より解像度が高く鮮明な印刷が可能な写
真データが挙げられる。また、通常コンテンツデータがサンプルを示す文字や画像が付さ
れたサンプル写真である場合には、特別コンテンツデータとして、サンプルを示す文字や
画像が付されていない写真データが例として挙げられる。
【００２２】
　デジタル放送送信装置２は、放送データを送信する際に、通常コンテンツデータと共に
、特別コンテンツデータの通信ネットワーク１１におけるＵＲＩを放送データに含めてテ
レビ放送波１０に重畳して送出し、放送受信側が印刷するコンテンツデータを通常コンテ
ンツデータ及び特別コンテンツデータの中から選択可能としている。
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　コンテンツサーバ３は、デジタル放送受信装置４又は印刷装置６から配信要求を受けた
場合に、この配信要求に応じて特別コンテンツデータを配信するように構成されており、
図２に示すように、特別コンテンツ受信部２０と、特別コンテンツ記憶部２１と、特別コ
ンテンツ配信部２２とを備えている。
【００２３】
　特別コンテンツ受信部２０は、電気通信回線の一例たるインターネット等の通信ネット
ワーク１１を介してデジタル放送送信装置２から特別コンテンツデータを受信し、特別コ
ンテンツ記憶部２１に出力し、特別コンテンツ記憶部２１が特別コンテンツデータを記憶
する。特別コンテンツ配信部２２は、通信ネットワーク１１を介してデジタル放送受信装
置４又は印刷装置６から特別コンテンツデータの配信要求を受け付け、この配信要求に応
じて、デジタル放送受信装置４又は印刷装置６に特別コンテンツデータを配信する。
【００２４】
　デジタル放送受信装置４は、視聴者（操作者）の家庭等に設置される例えばセットトッ
プボックス（ＳＴＢ）である。デジタル放送受信装置４には、表示装置５及び印刷装置６
が接続されており、デジタル放送受信装置４は、テレビ放送波１０を受信して、テレビ映
像信号及びテレビ音声信号を表示装置５に出力し、また、放送データに通常コンテンツデ
ータ及び特別コンテンツデータのＵＲＩが含まれている場合には、いずれかを選択して印
刷装置６に出力する。
【００２５】
　表示装置５は、例えばテレビモニタ装置であり、デジタル放送受信装置４から入力され
たテレビ映像信号及びテレビ音声信号に基づいて、モニタにテレビ映像を表示し、また、
スピーカからテレビ音声を出力する。なお、デジタル放送受信装置４を表示装置５に内蔵
させても良い事は勿論である。
　印刷装置６は、通信ネットワーク１１に接続されており、デジタル放送受信装置４から
通常コンテンツデータ又は特別コンテンツデータのＵＲＩが入力された場合に、そのコン
テンツデータに含まれる印刷対象のデータを印刷する。なお、印刷装置６は、特別コンテ
ンツデータのＵＲＩが入力された場合、そのＵＲＩに基づいて、通信ネットワーク１１を
介してコンテンツサーバ３から特別コンテンツデータを取得し印刷を実行する。
【００２６】
　次いで、特別コンテンツデータのＵＲＩ及び通常コンテンツデータを含む放送データを
生成するデジタル放送送信装置２の構成について詳細に説明する。
　図３はデジタル放送送信装置２の機能的構成を示すブロック図である。デジタル放送送
信装置２は、コンテンツ記憶部３０と、特別コンテンツ管理部３１と、送出制御部３２と
、放送データ生成部３３と、映像音声符号化部３４と、多重化部３５と、送信部３６とを
有している。
　コンテンツ記憶部３０は、ハードディスク装置等の記憶装置を有し、例えば放送番組に
連動したＢＭＬ文書データ、及び、このＢＭＬ文書データにリンクされた動画データ、静
止画データ、音声データ、文字データ等のモノメディアデータをコンテンツデータの他、
上記印刷可能なコンテンツデータである通常コンテンツデータを記憶する。
【００２７】
　特別コンテンツ管理部３１は、通常コンテンツデータに対する特別コンテンツデータを
管理するものであって、通常コンテンツデータと特別コンテンツデータとの対応付け、コ
ンテンツサーバ３への特別コンテンツデータの送信、特別コンテンツデータのＵＲＩの記
録等を行う。
　送出制御部３２は、放送されるテレビ番組の識別子が入力され、この識別子に基づいて
テレビ番組に連動したコンテンツデータをコンテンツ記憶部３０から読み出すと共に、読
み出したコンテンツデータが通常コンテンツデータである場合には、特別コンテンツデー
タのＵＲＩを特別コンテンツ管理部３１から読み出し、各々を放送データ生成部３３に出
力する。
【００２８】
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　放送データ生成部３３は、コンテンツデータを所定のデータフォーマットの形式の放送
データにして、多重化部３５に出力するものであって、印刷可能なコンテンツデータの送
信時には、通常コンテンツデータ及び特別コンテンツデータのＵＲＩが放送データに含め
られる。
　映像音声符号化部３４は、テレビ番組の映像及び音声信号が入力され、所定の符号化方
法でそれぞれを符号化して多重化部３５に出力する。
　多重化部３５は、テレビ番組の送信時間を管理し、放送時間に応じて放送データ生成部
３３及び映像音声符号化部３４からそれぞれデータを出力するように指示し、出力された
映像信号の符号化信号、音声信号の符号化信号及び放送データをトランスポートストリー
ム中に多重化し送信部３６に出力する。
　送信部３６は、多重化信号を変調し放送アンテナ３６Ａを介して放送出力する。
【００２９】
　ここで、放送データは、ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８－６で規定されているデータカルー
セル方式によって送信部３６から一定期間繰り返し放送出力され、受信側が任意のタイミ
ングで必要なデータを取得することを可能にしている。
　データ放送のコンテンツデータである放送データは、デジタル放送受信装置４により解
釈、実行されるＢＭＬ文書データと、ＢＭＬ文書にリンクされたＪＰＥＧ等の各種モノメ
ディアデータから成り、データカルーセル方式においては、ＢＭＬ文書データや各種モノ
メディアデータが各々モジュールとして送信される。
【００３０】
　図４は、印刷可能なコンテンツデータである通常コンテンツデータ及び特別コンテンツ
データのＵＲＩを含む放送データ１００の構成を模式的に示す図である。
　この図において、左側の連番の数字が上記モジュール番号を示し、右側がモジュールに
含まれるデータを示している。モジュール番号「０００」に登録された先頭モジュールは
、特別コンテンツデータのＵＲＩを示すＢＭＬ文書データ（以下、「ＢＭＬ（ＵＲＩ）デ
ータ」と言う）１０１であり、モジュール番号「００１」～「００＊」の各々に登録され
たモジュールが通常コンテンツデータ１１０に対応する。
　通常コンテンツデータ１１０には、コンテンツの印刷指示をデジタル放送受信装置４に
与えるＢＭＬ文書データ（以下、「ＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔ）データ」と言う）
１０３と、印刷装置６にコンテンツの印刷指示を与えるＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１
０４Ａと、印刷対象となる１或いは複数の印刷対象オブジェクトデータ（図示例ではＪＰ
ＥＧデータ）１０５Ａとが含まれている。
【００３１】
　図５は、ＢＭＬ（ＵＲＩ）データ１０１の一例を示す図であり、図６は、ＢＭＬ（ＸＨ
ＴＭＬ－ｐｒｉｎｔ）データ１０３の一例を示す図である。
　ＢＭＬ（ＵＲＩ）データ１０１及びＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔ）データ１０３は
、Ｗ３Ｃが規定するＸＭＬ（eXtensible Markup Language）によって記述されており、文
書中の文字列にタグ（＜ｘｘｘ＞と＜／ｘｘｘ＞で囲まれた部分）によって属性付け（意
味付け）が行われる。また、このタグは「入れ子」にすることが可能である。図５及び図
６に示す例では、<head></head>タグに囲まれた部分に、文章の名前（図示例では「test 
title」）を示すTitle要素や、スクリプトの定義を示す<script>要素を含んでいる。また
、<script>要素には、印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａの印刷をデジタル放送受信装
置４に指示するスクリプト関数として、StartPrint関数が定義されており（図５中Ａ１、
図６中Ｂ１）、このStartPrint関数の実行命令が<body>タグに記述されている（図５中Ａ
２、図６中Ｂ２）。
【００３２】
　ＢＭＬ（ＵＲＩ）データ１０１のStartPrint関数では、ＵＲＩで指定された特別コンテ
ンツデータの印刷を指示するＡＰＩであるprintUri()が記述されている（図５中Ａ３）。
当該ＢＭＬ（ＵＲＩ）データ１０１がデジタル放送受信装置４に読み込まれた際には、St
artPrint関数が実行され、printUri()のＡＰＩが実行される。このprintUri()は、ＵＲＩ
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（図示例では「"http://100.100.100.100/print/pindex.htm"」）で指定された特別コン
テンツデータの印刷指示を印刷装置６に出力するものであり、印刷装置６は、この印刷信
号を受けた場合、ＵＲＩに基づいてコンテンツサーバ３から特別コンテンツデータを取得
し、その特別コンテンツデータに含まれる印刷対象オブジェクトデータを印刷する。
【００３３】
　また、ＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔ）データ１０３のStartPrint関数では、データ
ファイルを印刷装置６に出力するＡＰＩとしてのprintFile()が記述されており、データ
ファイルとしてＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａ及び印刷対象オブジェクトデータ
１０５Ａが指定されている（図６中Ｂ３）。なお、図示例において、「"/40/0001"」がＸ
ＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａを示し、「"/40/0002"」が印刷対象オブジェクトデ
ータ（図示例ではＪＰＥＧ）１０５Ａを示す。そして、当該ＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉ
ｎｔ）データ１０３がデジタル放送受信装置４に読み込まれた際には、StartPrint関数が
実行され、ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａ及び印刷対象オブジェクトデータ１０
５Ａが印刷装置６に出力される。
【００３４】
　図７は、ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａの一例を示す図である。
　ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａは、ＨＴＭＬ（HyperText Markup Language）
４．０をＸＭＬ１．０で再定式化したＸＨＴＭＬ仕様を基本として記述されている。<hea
d>タグには<style>要素が子要素として定義されており（図中Ｃ１）、この<style>要素に
は印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａの印刷スタイルが規定されており、また、<body>
タグの<div>要素には、印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａのモジュール番号（「"/40/
0002"」）が指定されている（図中Ｃ２）。印刷装置６は、通常コンテンツデータ１１０
の印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａを印刷する場合には、ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデ
ータ１０４Ａに基づいて印刷制御命令を生成し、この印刷制御命令にしたがって印刷対象
オブジェクトデータ１０５Ａを印刷する。
【００３５】
　また、デジタル放送受信装置４が特別コンテンツデータの印刷を選択した場合、印刷装
置６がＵＲＩに基づいてコンテンツサーバ３から特別コンテンツデータを取得することと
なるが、図９に示すように、特別コンテンツデータ１２０は、通常コンテンツデータ１１
０と同様に、１又は複数の印刷対象オブジェクトデータ１０５Ｂと、印刷対象オブジェク
トデータ１０５Ｂの印刷スタイル等を定義するＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ｂと
から成る。
　図８は、特別コンテンツデータのＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ｂの一例を示す
図である。通常コンテンツデータ１１０に対して、特別コンテンツデータ１２０において
は、ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ｂの<body>タグの<div>要素に、印刷対象オブ
ジェクトデータ１０５Ｂの実ファイル名及び参照場所（図示例では、「"./test.jpg"」）
が指定されている（図中Ｄ１）。特別コンテンツデータ１２０に含まれる印刷対象オブジ
ェクトデータ１０５Ｂは、上記のように、通常コンテンツデータ１１０に含まれた印刷対
象オブジェクトデータ１０５Ａに対し付加価値が付与された、或いは、通常コンテンツデ
ータ１１０の印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａよりも解像度が高くデータ量が大きな
データである。
【００３６】
　次いで、放送データ１００を含むテレビ放送波１０を受信するデジタル放送受信装置４
の構成についてより詳細に説明する。
　図１０は、デジタル放送受信装置４の構成を示すブロック図である。この図において、
ＣＰＵ４０は、デジタル放送受信装置４の各部を中枢的に制御する。ＲＡＭ４１はＣＰＵ
４０のワークエリアとして機能し、また、ＲＯＭ４２は制御プログラム等の各種プログラ
ムを格納する。これらＣＰＵ４０、ＲＡＭ４１、ＲＯＭ４２はバス４３に接続されており
、さらにバス４３には、チューナ部４４、復調部４５、ＴＳデコーダ４６、ＣＡＳカード
読取部４７、データカルーセル蓄積部５１が接続されている。
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　チューナ部４４は、アンテナ４４Ａ（図１参照）を介してテレビ放送波１０を受信し、
復調部４５に出力する。復調部４５は、入力された信号に対して、復調、誤り訂正等の処
理を施し、トランスポートストリーム形式のデジタルデータを生成し、ＴＳデコーダ４６
に出力する。
　ＣＡＳ（Conditional Access Systems）カード読取部４７は、視聴制限等のための暗号
化が施されたトランスポートストリームデータの暗号解除の鍵データが記録されたカード
型記録媒体の読み取り装置であって、当該鍵データをＴＳデコーダ４６に出力する。
【００３７】
　ＴＳデコーダ４６は、暗号化が施されたトランスポートストリームデータが入力された
場合、当該トランスポートストリームデータに含まれる鍵データと、ＣＡＳカード読取部
４７から入力された鍵データとに基づいて暗号解除を行う。
　さらにＴＳデコーダ４６では、視聴者によって選択された番組に対応するデータが抽出
される。そして、抽出されたデータのうちの音声データが音声処理部４８に、映像データ
が映像処理部４９に、放送データがデータ処理部５０にそれぞれ出力される。
　音声処理部４８は、復号回路と、Ｄ／Ａ変換器とを有し、音声データを復号化した後、
Ｄ／Ａ変換器を介して音声出力端子４８Ａから表示装置５等のスピーカに出力する。
　映像処理部４９は、復号回路を有し、当該映像データを復号化した後、映像出力端子４
９Ａから表示装置５に出力する。
【００３８】
　データ処理部５０は、復号回路を有し、放送データを復号化した後、この放送データを
データカルーセル蓄積部５１に出力して蓄積すると共に、放送データに含まれているＢＭ
Ｌ文書データをＢＭＬブラウザ部５２に出力する。
　ＢＭＬブラウザ部５２は、ＢＭＬ文書データを解釈し、当該文書データに基づく表示画
面映像を映像信号に合成して映像出力端子４９Ａから表示装置５に出力する。
　さらに、ＢＭＬブラウザ部５２は、通常コンテンツデータ１１０のＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ
－ｐｒｉｎｔ）データ１０３が入力された場合、ＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔ）デー
タ１０３にリンクされているＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａに基づいて、印刷対
象オブジェクトデータ１０５Ａを特定し、当該印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａのデ
ータ量をＣＰＵ４０に出力する。
【００３９】
　ＣＰＵ４０は、通常コンテンツデータ１１０の印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａの
データ量と、後述する印刷装置６のモデム６７の通信速度とに基づいて、印刷対象のコン
テンツとして通常コンテンツデータ１１０と特別コンテンツデータ１２０のいずれかを選
択し、通常コンテンツデータ１１０を選択した場合には、この通常コンテンツデータ１１
０に含まれるＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａ及び印刷対象オブジェクトデータ１
０５ＡをプリンタＩＦ（インターフェース）５３を介して印刷装置６に出力し、また、特
別コンテンツデータ１２０を選択した場合には、特別コンテンツデータ１２０のＵＲＩを
印刷指示と共にプリンタＩＦ５３を介して印刷装置６に出力する。
【００４０】
　図１１は、印刷装置６の構成を示すブロック図である。
　この図において、印刷制御ＣＰＵ６０は、印刷装置６の各部を中枢的に制御する。ＲＡ
Ｍ６１は印刷制御ＣＰＵ６０のワークエリアとして機能し、また、ＲＯＭ６２は制御プロ
グラム等の各種プログラムを格納する。これら印刷制御ＣＰＵ６０、ＲＡＭ６１及びＲＯ
Ｍ６２は、バス６３に接続されており、このバス６３には、さらにデジタル放送受信装置
ＩＦ６４、画像処理部６５、印刷エンジン部６６及びモデム６７が接続されている。
【００４１】
　デジタル放送受信装置ＩＦ（インターフェース）６４は、デジタル放送受信装置４のデ
ータ通信インターフェースであって、イーサネットケーブル等の有線、或いは、無線を介
してデジタル放送受信装置４のプリンタＩＦ５３に接続され、当該デジタル放送受信装置
４から特別コンテンツデータのＵＲＩや通常コンテンツデータ１１０のＸＨＴＭＬ－ｐｒ
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ｉｎｔデータ１０４Ａ及び印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａ等が入力される。
　モデム６７は、特別コンテンツデータ１２０を取得すべく通信ネットワーク１１を介し
てコンテンツサーバ３とデータ通信するものであり、取得した特別コンテンツデータ１２
０（ＨＸＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ｂ及び印刷対象オブジェクトデータ１０５Ｂ）
は、画像処理部６５に出力される。このモデム６７の通信速度は、当該モデム６７のハー
ドウェア能力の他、通信ネットワーク１１との通信を中継する、図示せぬＩＳＰ（Intern
et Services Provider）とモデム６７との間の回線速度に依存する。この回線速度は、Ｉ
ＳＰとの契約回線種別（例えば光回線接続やＡＤＳＬ回線接続等）を指標値として用いる
ことが可能であり、かかる契約回線種別情報がＲＯＭ６２に格納されている。
　画像処理部６５は、通常コンテンツデータ１１０又は特別コンテンツデータ１２０のＸ
ＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａ又は１０４Ｂに基づいて、印刷対象オブジェクトデ
ータ１０５Ａ又は１０５Ｂの印刷制御命令を生成し、印刷エンジン部６６に出力する。
　印刷エンジン部６６は、印刷制御命令に基づいて、印刷対象オブジェクトデータ１０５
Ａ又は１０５Ｂを印刷紙等の印刷媒体に印刷する。
【００４２】
　次いで、本実施形態の動作として、デジタル放送受信装置４がテレビ放送波１０を受信
してから印刷装置６が印刷処理を行うまでの一連の動作について説明する。
　図１２に示すように、デジタル放送送信装置２が送出したテレビ放送波１０をデジタル
放送受信装置４が受信すると（ステップＳ１）、デジタル放送受信装置４のデータ処理部
５０が通常コンテンツデータ１１０のＢＭＬ文書であるＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔ
）データ１０３と、当該ＢＭＬ文書データにリンクされたＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ
１０４Ａ及び印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａ（図示例ではＪＰＥＧ）と、特別コン
テンツデータ１２０のＵＲＩを示すＢＭＬ文書であるＢＭＬ（ＵＲＩ）データ１０１をＢ
ＭＬブラウザ部５２に出力する（ステップＳ２）。
【００４３】
　ＢＭＬブラウザ部５２は、通常コンテンツデータ１１０のＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉ
ｎｔ）データ１０３を受け取ると、当該通常コンテンツデータ１１０の印刷対象オブジェ
クトデータ１０５Ａのデータ量を取得して、ＣＰＵ４０に出力する（ステップＳ３）。こ
のとき、印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａが複数ある場合には、それらの総データ量
がＣＰＵ４０に出力される。
　ＣＰＵ４０は、通常コンテンツデータ１１０の印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａの
データ量を受け取ると、印刷装置６に対してステータスリクエストを出力する（ステップ
Ｓ４）。このステータスリクエストは、印刷装置６がコンテンツサーバ３と通信可能であ
るか否か、及び、コンテンツサーバ３との通信速度の指標を示す契約回線種別情報を応答
として求めるものである。
【００４４】
　印刷装置６の印刷制御ＣＰＵ６０は、ステータスリクエストをデジタル放送受信装置４
から受け取ると、モデム６７に対してネットワークステータスの確認命令を出力する（ス
テップＳ５）。この確認命令を受けてモデム６７は、コンテンツサーバ３を通信相手とし
てネットワーク診断用コマンド（例えばｐｉｎｇ（Packet INternet Groper）コマンド）
を実行し、その結果を印刷制御ＣＰＵ６０に出力する（ステップＳ６）。
　印刷制御ＣＰＵ６０は、ネットワーク診断用コマンドの実行結果に基づいてコンテンツ
サーバ３との通信の可否を判断する。そして、印刷制御ＣＰＵ６０は、コンテンツサーバ
３と通信可能であると判断した場合、ＲＯＭ６２に格納されている契約回線種別情報と共
にコンテンツサーバ３と通信可能である旨を戻り値としてデジタル放送受信装置４に出力
し、また、コンテンツサーバ３と通信不可能であると判断した場合には、その旨を戻り値
としてデジタル放送受信装置４に出力する（ステップＳ７）。
【００４５】
　なお、本実施形態では、コンテンツサーバ３との間の通信速度の指標値として契約回線
種別情報を用いる構成としているが、これに限らず、印刷制御ＣＰＵ６０又はモデム６７
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がネットワーク診断用コマンドの実行した際の結果に基づいて、コンテンツサーバ３との
間の通信速度を実測し、この実測値をデジタル放送受信装置４に戻り値として戻す構成と
しても良い。さらに、電源投入時に印刷装置６が通信速度の実測を行い、デジタル放送受
信装置４に予め通知しておく構成としても良い。これらの構成によれば、実測時の通信状
況に応じた通信速度を取得できる。
【００４６】
　デジタル放送受信装置４のＣＰＵ４０は、印刷装置６から戻り値を受け取ると、この戻
り値に基づいて、通常コンテンツデータ１１０及び特別コンテンツデータ１２０のどちら
を印刷するか選択する（ステップＳ８）。
　すなわち、ＣＰＵ４０は、印刷装置６がコンテンツサーバ３と通信可能であるか否かを
判断し、通信不可能である場合には（ステップＳ８：ＮＯ）、特別コンテンツデータ１２
０を取得することができないため、通常コンテンツデータ１１０を印刷対象に選択する。
また、ＣＰＵ４０は、印刷装置６がコンテンツサーバ３と通信可能である場合には、契約
回線種別情報に基づいて、コンテンツサーバ３との間の通信速度が所定速度以上に成り得
るか否かを判断する。この所定速度は、コンテンツサーバ３からの特別コンテンツデータ
１２０の取得が所定時間以内に速やかに完了し得る速度の目安である。この目安は、特別
コンテンツデータ１２０のデータ量に応じても変動し得るものであるため、デジタル放送
送信装置２が特別コンテンツデータの印刷対象のモノメディアデータのデータ量を放送デ
ータ１００のＢＭＬ（ＵＲＩ）データ１０１に予め含めて送信する等して、デジタル放送
受信装置４が特別コンテンツデータ１２０のデータ量を予め取得可能な構成にしても良い
。
【００４７】
　さて、印刷装置６がコンテンツサーバ３との間で所定速度以上の通信速度で通信可能で
ある場合には（ステップＳ８：ＹＥＳ）、印刷装置６が特別コンテンツデータ１２０を速
やかに取得可能であるため、デジタル放送受信装置４のＣＰＵ４０は、ＢＭＬブラウザ部
５２に対して、特別コンテンツデータ１２０のＵＲＩを含むＢＭＬ（ＵＲＩ）データ１０
１の処理を指示するｐｒｉｎｔＵＲＩリクエストを出力する（ステップＳ９）。
　ＢＭＬブラウザ部５２は、ｐｒｉｎｔＵＲＩリクエストを受信すると、ＢＭＬ（ＵＲＩ
）データ１０１を解釈し、この結果、前掲図５に示すｐｒｉｎｔＵｒｉ（）のＡＰＩが実
行され（ステップＳ１０）、印刷装置６に対して、特別コンテンツデータ１２０の印刷指
令と共に、この特別コンテンツデータ１２０のＵＲＩが出力される（ステップＳ１１）。
【００４８】
　印刷装置６の印刷制御ＣＰＵ６０は、特別コンテンツデータ１２０の印刷指令を受け取
ると、ＵＲＩに基づいて、コンテンツサーバ３に対して特別コンテンツデータ１２０の配
信要求をモデム６７から送信し（ステップＳ１２）、この配信要求に応じて配信された特
別コンテンツデータ１２０のＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ｂ及び印刷対象オブジ
ェクトデータ１０５Ｂ（図示例ではＪＰＥＧ）をモデム６７から取得し（ステップＳ１３
）、そして、画像処理部６５に出力する。この結果、画像処理部６５がＸＨＴＭＬーｐｒ
ｉｎｔデータ１０４Ｂに基づいて印刷対象オブジェクトデータ１０５Ｂの印刷制御命令を
生成し、印刷エンジン部６６が印刷制御命令にしたがって、特別コンテンツデータ１２０
の印刷対象オブジェクトデータ１０５Ｂの印刷処理を行う（ステップＳ１４）。
【００４９】
　一方、印刷装置６がコンテンツサーバ３との間の通信が不可能である場合、又は、コン
テンツサーバ３との間の通信速度が所定速度以下の場合には（ステップＳ８：ＮＯ）、印
刷装置６が特別コンテンツデータ１２０を速やかには取得できず、印刷完了までに長い時
間を要する恐れがあるため、デジタル放送受信装置４のＣＰＵ４０は、ＢＭＬブラウザ部
５２に対して、通常コンテンツデータ１１０のＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔ）データ
１０３の処理を指示するｐｒｉｎｔＦＩＬＥリクエストを出力する（ステップＳ１５）。
　ＢＭＬブラウザ部５２は、ｐｒｉｎｔＦＩＬＥリクエストを受信すると、ＢＭＬ（ＸＨ
ＴＭＬ－ｐｒｉｎｔ）データ１０３を解釈し、この結果、前掲図６に示すｐｒｉｎｔＦｉ



(14) JP 2008-129949 A 2008.6.5

10

20

30

40

50

ｌｅ（）のＡＰＩが実行され（ステップＳ１６）、印刷装置６に対して、通常コンテンツ
データ１１０のＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａ及び印刷対象オブジェクトデータ
１０５Ａ（図示例ではＪＰＥＧ）が出力される（ステップＳ１７）。
【００５０】
　印刷装置６の印刷制御ＣＰＵ６０は、デジタル放送受信装置４から通常コンテンツデー
タ１１０のＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ａ及び印刷対象オブジェクトデータ１０
５Ａ（図示例ではＪＰＥＧ）が入力されると、それらを画像処理部６５に出力して印刷制
御命令を生成させ、印刷エンジン部６６に印刷制御命令にしたがって、通常コンテンツデ
ータ１１０の印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａの印刷処理を行わせる（ステップＳ１
８）。
【００５１】
　以上説明したように、本実施形態によれば、デジタル放送送信装置２が、通常コンテン
ツデータ１１０と、通常コンテンツデータ１１０に対して付加価値が付与された、或いは
、通常コンテンツデータ１１０よりもデータ量が大きい印刷可能な特別コンテンツデータ
１２０の通信ネットワーク１１上のＵＲＩ（アドレスデータ）とを含む放送データ１００
をテレビ放送波１０に重畳して送信する構成としたため、テレビ放送波１０の受信側が、
通常コンテンツデータ１１０及び特別コンテンツデータ１２０の中から印刷対象のコンテ
ンツを自身の通信環境等に応じて選択することが可能となる。
【００５２】
　さらに、本実施形態によれば、テレビ放送波１０を受信するデジタル放送受信装置４に
は、通信ネットワーク１１を介して特別コンテンツデータ１２０を取得可能な印刷装置６
が接続されると共に、デジタル放送受信装置４が、印刷装置６と通信ネットワーク１１と
の間の通信状況に応じて通常コンテンツデータ１１０及び特別コンテンツデータ１２０の
いずれかを印刷対象のコンテンツとして選択する構成としたため、コンテンツ受信時の通
信状況（例えば、コンテンツサーバ３と通信不可等）に応じて、適切に、かつ、速やかに
印刷可能な方のコンテンツが選択される。
【００５３】
　また、本実施形態によれば、デジタル放送受信装置４は、印刷装置６が特別コンテンツ
データ１２０を取得する際の通信速度が所定速度以上であると推定される場合にだけ、特
別コンテンツデータ１２０を印刷対象のコンテンツとして選択する構成としたため、特別
コンテンツデータ１２０が通常コンテンツデータ１１０よりもデータ量が大きい場合であ
っても、当該特別コンテンツデータ１２０を通信ネットワーク１１を介して速やか取得可
能な場合にだけ、当該特別コンテンツデータ１２０の印刷が行われる。このため、特別コ
ンテンツデータ１２０の印刷に非常に時間がかかるといった事態を防止できる。
【００５４】
　なお、デジタル放送受信装置４は、印刷装置６の通信速度に基づいて、特別コンテンツ
データ１２０及び通常コンテンツデータ１１０のどちらを印刷するかを選択したが、これ
に限らず、印刷装置６のハードウェアスペック（印字速度等）を取得可能な構成とし、当
該印刷装置６が、特別コンテンツデータ１２０を印刷するのに比較的長い時間を要するハ
ードウェアスペックである場合には、通常コンテンツデータ１１０を選択する構成として
も良い。
【００５５】
（第２実施形態）
　上述した第１実施形態では、印刷装置６がコンテンツサーバ３から特別コンテンツデー
タ１２０を取得する構成を例示したが、本実施形態に係るデジタル放送システム１Ａにお
いては、図１３に示すように、デジタル放送受信装置４Ａが特別コンテンツデータ１２０
をコンテンツサーバ３から取得し、印刷装置６Ａに出力して印刷させる。
　すなわち、本実施形態においては、印刷装置６Ａがモデム６７を有する代わりに、デジ
タル放送受信装置４Ａが、図１４に示すように、コンテンツサーバ３と通信ネットワーク
１１を介して通信するモデム５４を備えている。
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【００５６】
　そして、デジタル放送受信装置４ＡのＣＰＵ４０は、モデム５４とコンテンツサーバ３
との間の通信状況（通信可能であるか否か、或いは、通信速度）に応じて、通常コンテン
ツデータ１１０及び特別コンテンツデータ１２０のいずれかを印刷対象のコンテンツとし
て選択し、通常コンテンツデータ１１０を選択した場合には、ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデ
ータ１０４Ａ及び印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａを印刷装置６に出力し、また、特
別コンテンツデータ１２０を選択した場合には、モデム５４を介して特別コンテンツデー
タ１２０を構成するＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータ１０４Ｂ及び印刷対象オブジェクトデ
ータ１０５Ｂを取得し印刷装置６に出力して、印刷を行わせる。
【００５７】
　このように、本実施形態によれば、印刷装置６Ａがモデム等の通信装置を有する必要が
無く、比較的安価な印刷装置６Ａを用いることができる。
　なお、第１実施形態と同様に、デジタル放送受信装置４Ａが印刷装置６Ａのハードウェ
アスペック（印字速度等）を取得可能な構成とし、当該印刷装置６Ａのハードウェアスペ
ックが、特別コンテンツデータ１２０を印刷するのに比較的長い時間を要するハードウェ
アスペックである場合には、通常コンテンツデータ１１０を選択する構成としても良い。
【００５８】
（第３実施形態）
　第１及び第２実施形態では、デジタル放送受信装置４、４Ａがコンテンツサーバ３との
間の通信速度に応じて、通常コンテンツデータ１１０及び特別コンテンツデータ１２０の
どちらを印刷するかを選択したが、本実施形態では、特別コンテンツデータ１２０に付与
された付加価値に応じて視聴者（操作者）がどちらを印刷するかを選択する構成としてい
る。すなわち、図１５に示すように、本実施形態に係るデジタル放送受信装置４Ｂは、視
聴者が通常コンテンツデータ１１０及び特別コンテンツデータ１２０のどちらを印刷対象
のコンテンツとして選択する選択指示を入力する選択操作入力部５５を有し、ＣＰＵ４０
は、選択操作入力部５５から入力された選択指示に基づいて、印刷対象のコンテンツを選
択する。
【００５９】
　また、デジタル放送受信装置４Ｂは、視聴者のコンテンツ選択の助けのために、図１６
に示すように、特別コンテンツデータ１２０に付与されている付加価値の情報である付加
価値情報２００と、通常コンテンツデータ１１０及び特別コンテンツデータ１２０の印刷
時間の比較値２１０とを、通常コンテンツデータ１１０として取得済みの印刷対象オブジ
ェクトデータ１０５Ａと共に表示装置５に表示する。
【００６０】
　具体的には、デジタル放送受信装置４Ｂは、通常コンテンツデータ１１０及び特別コン
テンツデータ１２０のＵＲＩを放送データ１００として取得した場合、特別コンテンツデ
ータ１２０の付加価値情報２００、及び、特別コンテンツデータ１２０のデータ量の取得
リクエストをＵＲＩと共に印刷装置６に出力する。印刷装置６は、かかる取得リクエスト
が入力されると、ＵＲＩに基づいて通信ネットワーク１１を介してコンテンツサーバ３か
ら、特別コンテンツデータ１２０の付加価値情報２００及びデータ量を取得し、デジタル
放送受信装置４Ｂに出力する。
【００６１】
　付加価値情報２００は通常コンテンツデータ１１０に対する付加価値であり、例えば、
通常コンテンツデータ１１０の印刷対象オブジェクトデータ１０５Ａが写真等の画像デー
タである場合に、特別コンテンツデータ１２０の印刷対象オブジェクトデータ１０５Ｂが
より解像度が高く高精細な写真データである場合には、付加価値情報は「高画質（高精細
）」等となる。また、通常コンテンツデータ１１０の印刷対象オブジェクトデータ１０５
Ａが地図データである場合に、特別コンテンツデータ１２０の印刷対象オブジェクトデー
タ１０５Ｂがより広域（又は詳細）な地図データである場合には、付加価値情報は「広域
（又は詳細）地図」等となる。さらに、特別コンテンツデータ１２０が有料である場合に
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は、付加価値情報には「有料」等の情報が更に付加される。
【００６２】
　また、デジタル放送受信装置４Ｂは、特別コンテンツデータ１２０のデータ量を取得す
ると、当該データ量及び印刷装置６の通信速度、及び、印刷装置６の印字速度に基づいて
、特別コンテンツデータ１２０の印刷に要する時間を算出すると共に、通常コンテンツデ
ータ１１０のデータ量及び印刷装置６の印字速度に基づいて、通常コンテンツデータ１１
０の印刷に要する時間を算出し、それぞれを印刷時間の比較値２１０として表示装置５に
表示する。なお、この比較値２１０は、特別コンテンツデータ１２０の印刷時間が通常コ
ンテンツデータ１１０の印刷時間に対してどの程度長くなるかをおおまかに把握可能であ
れば良く、例えば、通常コンテンツデータ１１０の印刷時間を「１」としたときの特別コ
ンテンツデータ１２０の印刷時間といったように、印刷時間の比率等を用いても良い。
【００６３】
　このように、本実施形態によれば、視聴者は、通常コンテンツデータ１１０及び特別コ
ンテンツデータ１２０のどちらを選択するかを、特別コンテンツデータ１２０に付与され
た付加価値、及び、印刷時間に応じて決定することができる。
　なお、本実施形態において、上記付加価値情報２００及び特別コンテンツデータ１２０
のデータ量を予め放送データ１００に含めてデジタル放送送信装置２が送信する構成とし
ても良い。
　さらに、本実施形態において、第２実施形態と同様に、デジタル放送受信装置４Ｂは通
信ネットワーク１１を介してコンテンツサーバ３と通信する構成としても良い。
　さらにまた、コンテンツサーバ３との通信が不可能、或いは、所定の通信速度を下回る
場合には、その旨を表示装置５に表示し、視聴者に通常コンテンツデータ１１０の選択を
促すようにしても良い。
【００６４】
　なお、上述した各実施形態は、あくまでも本発明の一態様を示すものであり、本発明の
範囲内で任意に変形および応用が可能である。
　例えば、上述した実施形態では、放送データを重畳する放送波をテレビ放送波としたが
、これに限らず、ラジオ放送波であっても良い。また、これらの放送波は、デジタル放送
波に限らず、アナログ放送波であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】デジタル放送システムの構成を模式的に示す図。
【図２】コンテンツサーバの構成を示すブロック図。
【図３】デジタル放送送信装置の構成を示すブロック図。
【図４】放送データの構成を模式的に示す図。
【図５】ＢＭＬ（ＵＲＩ）データの一例を示す図。
【図６】ＢＭＬ（ＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔ）データの一例を示す図。
【図７】通常コンテンツデータのＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータの一例を示す図。
【図８】特別コンテンツデータのＸＨＴＭＬ－ｐｒｉｎｔデータの一例を示す図。
【図９】特別コンテンツデータの構成を模式的に示す図。
【図１０】デジタル放送受信装置の構成を示すブロック図。
【図１１】印刷装置の構成を示すブロック図。
【図１２】印刷時の動作を示す図。
【図１３】第２実施形態に係るデジタル放送システムの構成図。
【図１４】第２実施形態に係るデジタル放送受信装置のブロック図。
【図１５】第３実施形態に係るデジタル放送受信装置のブロック図。
【図１６】第３実施形態に係る表示例を示す図。
【符号の説明】
【００６６】
　１、１Ａ…デジタル放送システム、２…デジタル放送送信装置、３…コンテンツサーバ
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、４、４Ａ、４Ｂ…デジタル放送受信装置、５…表示装置、６、６Ａ…印刷装置、１１…
通信ネットワーク、３１…特別コンテンツ管理部、３３…放送データ生成部、４０…ＣＰ
Ｕ、５０…データ処理部、５２…ＢＭＬブラウザ部、５４…モデム、５５…選択操作入力
部、６０…印刷制御ＣＰＵ６０、６７…モデム、１００…放送データ、１０５Ａ、１０５
Ｂ…印刷対象オブジェクト、１１０…通常コンテンツデータ（第１コンテンツデータ）、
１２０…特別コンテンツデータ（第２コンテンツデータ）。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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